ジスベリチ ノ チシツ ト ボウシ タイサク by 山野井  徹
山形応用地質 第 3号 1-8ページ,1983年3月
地すべ り地の地質 と防止対策*






















ⅠⅠ.地 すべ り現象 とは
地すべ りの発生の防止は, 1口で言うと,その要
因を取 り去ることにある.しかし,その要因は単一





とであ り,斜面の存在な くして地すべ りの発生はあ
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移動物質に関与する水の割合
- 低 南 →
第 1図 地表 における崩壊現象等の区分

















ことは,地すべ り防止の基本的な知識 として重視 さ
れなければならない.しかし,その上でさらに重要
なことは, こうした要因の除去や軽減を現実的な工
程 ･工法をもっていかに実現 してい くかにあろう.
この事臣告では,地すべ りの諸要因のうちでもとくに




新潟県の地すべ り地 (地すべ り防止区域及び地す
べ り危険区域)は第 3図に示す とお りである.この




傾斜度 区分などとの関係 において,すでに詳 しく
解析 されている (山野井 ほか,1974).その,%果,
地すべ り地の形成に最 も重要な関連 を有するものと
して地質 (岩質) との関係が指摘された. ここでは
この地質 と地すべ りとの関係について述べておきた
い.


























する割合は最 も細粒の地質区分の ところ (椎谷 ･寺



























第 5図 新井市平丸地域の地すべ り地形
第 6図 安塚町須川付近の地すべ り地形
山 野 井 徹
() 500
l . ､ . . l l
第 7 図 安 塚 町 濁 付 近 の 地 す べ り地形
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第 8図 十 日町市慶地の地すべ り地形
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第10図 十 日町市枯木又付近の地 すべ り地形
地すべ り地の地質 と防止対策
写真- 1 上平丸地すべりの尾根部を越 して反対側の斜
面まで拡大 した地すべりの頚部
地すべ り地形 は近年動 きがあった地すべ りである.
両地域の地すべ りの特徴に限 らず,一般 に泥岩地域
に存在する地すべ りは,-箇所で地すべ りが発生す
ると,隣接す る別のブロックに拡大 し,そカ1が さ
らに付近一帯の斜面 に緩慢 ではあるが連鎖的 に拡
大するという共通性 をもっている.そ して一定の







らかなように, この付近 は全地域が地すべ り地形 を
呈するほどである. しかし,近年目立った動 きのあ
る場所はな く, この地すべ り地形内に集落が発達 し
ている. この付近の尾根部 は,その両斜面か らの地
すべ り地形の形成によって低 くな り,中小河川の発
達が著 しい.こうした地形的特徴は前述の,平丸,須
川地域のそれ とは異っている.すなわち平丸,須川
で代表 される地域 は泥質形地すべ りの発展期に当た r
る区域であるのに対 し,濁地区のそカ/吊ま消滅期 を向
かえた区域 として位置づけできる.
2 砂磯 を主体 とした岩質 (魚沼層群)の地すべ り
魚沼層群の岩質は多様であるが, この地層のうち
で も特に柴倉裸層 と呼ばれる十 日町市の信濃川右岸
に分布する地層内の地すべ りを扱 ってみた.
第 8図に慶地の地すべ り地形 を表わしてある. こ
こでは,最 も外側にクレーター状の大地すべ り崖が




第 9図は新水付近の地すべ り地形である. 1次の
滑落崩は部分的に明瞭に残 るが,中小河川によって
かな り解析 されている. 2次ブロックは, 1次ブロ
ック内に発達 し,1次ブロックと同様に部分的には明
確に滑落崖が残 るが,側壁等は,かな り解析が進ん




では動 きがな く,地すべ り危険区域にもなっていな
い .
第10図は枯木又付近の地すJ下り地形である. ここ












に拡大 し,地すべ り地が広がってい くといった現象
はみ られない.
写真- 2 水沢新田地すべり (昭和44年 4月26日に突然
発生 し,死者 8名を出した)
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以上のように粗粒物質を主体 とする魚沼層群中の






3 地すべ りの 2つの型 とその進化
以上の観察例か らも明 らかなように,両岩質の地





化過程 と地すべ りとが密接に関連 しながら,両タイプ
の系統の地すべ りへ と進化 してい くことに注 目し
た.そして,基岩の風化物質が,主 として,粘土の
粒子になる所の地すべ りを｢泥質系地すべ り｣,主 と
して,砂疎 となるものを ｢硬質系地すべ り｣ と命名
した. こうした区分は言 うまで もな く,現在動いて
いる地すべ りのみならず,かな り古い地すべ りをも
包括するものである.前述の寺泊層中で生 じている
地すべ りは上記の泥質系地すべ りであ り魚沼層群中
のものは硬質系地すべ りに属する.
次にこの両系統の地すべ りが時間の経過 とともに














る.布施 (1969)は,黒色泥岩中の地すべ りを ｢第







て融雪期に滑動が激 しくな り,地すべ りが発生する
ことがある. この時,多 くの場合,崩積土の移動に
伴って斜面上部に新たな基岩を露出させるような滑




が拡大 してい く例 もある. したがって,現在,新潟
県の黒色泥岩の分布地域では,初生の地すべ りが単
独で発生するようなケースはまず知 られていない.
写真-.3は,大 島村嶺 の初生地 すべ りで あ り,
非常に稀なケースとして知 られているが,地すべ り
前の空中写真をみると, この初生すべ りが生 じたブ
ロックの下位に旧地すべ りが認められる. このこと















わらず明瞭に残 り,河川によって 2分, 3分 されな
がらも原形をとどめているものさえある(十 日町市,
新水).このように,また先にも述べたように,硬質
系の地すべ りは,地すべ り地が拡大 してい くような




ほとんどな く,柵口地すべ り (能生町)のごとき石
英閃緑ひん岩の崖錐堆積物,稗田(津南町)や水沢新











となり,それぞれ別の地形 を発達 させてい くことに
なる.もちろん,岩質やその風化のし方には,両者






それぞれ地形的にどのように変化 (進化) してい く
かを,模式化 して第12図に表現 してみた.
V.地 すべ り防止対策 と地質






考える.したがって,これ らの地域では,地すべ り t
の防止対策に関する基本的な思想は共通である.
また,地すべ りの型は,両タイプに明確に区分さ







まず泥質系の地すべ りは,再移動 と拡大 という属
性 をもって進行する.そして応々にして小崩壊が大





第12回 泥質系地すべ りと硬質系地すべ りの変遷模式図
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策の基本になる.具体的な工程 ･工法は個々の地す
べ りによって異なるが,動 きのあるものに対 しては
主 として抑止工によって動 きを止め,その後,斜面






発生 は単発的で, しか も突然の大地すべ りとな り易
い.そして一度大地すべ りが発生すると,その範囲
を拡大 して他の地すべ りを誘発することはまれでI
ある.む しろ,その後の地すべ りの主体 は,第 1
次すべ り地内に残留す るブロックが,部分的に不
安定化 して小規模 (1次地すべ りと比較 して)に崩
壊するといった現象に移行するのが一般的である.
したがって防止対策 としては,泥質系地すべ りのよ

















止対策 としての工種 とその機能等に関 してはその主
なものを第 1表に掲げておいた.
第 1表 地すべり防止工種の主な例
分 類 対 象 目 的 工 種 例
要因緩和工 水 地表浅層水の排除 水路工,暗渠工,排ボー リング 集
地下水の排除 水井工排水トンネル工,地下 Lや断工
地 形 土圧の軽減 排土工
抑 止 工 土 圧 うすい土塊の抑止 擁壁工,土留工
厚い土塊の抑止 杭打工
浸食制御工 渓間部 山脚固定と浸食のコントロー ル欠壕のコントロー ル ダム工 (えん堤工,谷止 ,床固工)
山間部 山腹の浸食のコントロー ノレ 土留工,水路工,棚工,筋工,伏 莱播 植栽工
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